
青木繁《海の幸》1904 年
石橋財団アーティゾン美術館蔵　重要文化財

坂本繁二郎《放牧三馬》1932 年　
石橋財団アーティゾン美術館蔵　

フ
ラ
ン
ス
の
人
々
を
も
魅
了

　
青
木
繁
と
坂
本
繁
二
郎
。
く
し
く
も

二
人
は
、
明
治
15
年
に
久
留
米
市
に
生

ま
れ
、
同
じ
高
等
小
学
校
と
洋
画
塾

で
学
び
、
画
家
を
志
し
ま
し
た
。
青
木

は
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
）

在
学
中
に
画
壇
に
登
場
し
ま
す
。
若
く

し
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、
華
々
し
い
デ

ビ
ュ
ー
と
は
対
照
的
に
、
晩
年
は
九
州

各
地
を
放
浪
。
中
央
画
壇
へ
の
復
帰
も

か
な
わ
ず
、
わ
ず
か
28
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
の
坂
本
は
、
青

木
に
触
発
さ
れ
て
上
京
し
、
数
年
遅
れ

て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

　
青
木
の
没
後
、
坂
本
は
青
木
の
作
品

が
散
逸
す
る
こ
と
を
心
配
し
、
石
橋
正

二
郎
（
の
ち
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
創
業
者
）

に
、
作
品
の
収
集
を
勧
め
ま
す
。
正
二

郎
が
集
め
た
作
品
の
う
ち
、
日
本
近
代

洋
画
の
多
く
は
、
長
い
間
、
石
橋
美
術

館
（
現
在
の
久
留
米
市
美
術
館
）
で
展

示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
、
美

術
館
の
運
営
が
久
留
米
市
に
移
行
し

た
こ
と
に
伴
い
、
作
品
の
大
半
は
東
京

へ
。
翌
年
、
石
橋
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
う
ち
76
点
が
フ
ラ
ン
ス・パ
リ
の
「
オ

美術館搬出入口等工事が完成関連イベント
■講座ふたりの「繁」が作り出した
美術の世界　■ 11 月 26 日㈯ 14 時
～ 15 時 30 分。開場は 13 時 30 分
から　■講師森村泰昌さん　■石橋
文化会館小ホール　■料金無料。事
前に申し込みが必要です
その他、講座やワークショップの開
催も予定しています

ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館
」
で
展
示
さ
れ

ま
す
。
特
に
青
木
の
「
海
の
幸
」
が
、

海
を
渡
り
海
外
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
こ

れ
が
初
め
て
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
セ
ザ
ン

ヌ
な
ど
の
西
洋
の
名
画
の
中
で
、「
海

の
幸
」
は
最
初
の
部
屋
に
登
場
し
、
来

館
者
42
万
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。
自
然

の
中
で
生
き
る
人
間
の
生
命
力
を
描
い

た
作
品
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
日
本
近

代
洋
画
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

66
年
ぶ
り
待
望
の
二
人
展

　
久
留
米
市
美
術
館
は
、
美
術
館
搬
出

入
口
棟
整
備
の
た
め
、
約
10
カ
月
間

動画公開

　昨年 12 月から 10 カ月の休館を経て、
大型エレベーターを備えたトラックヤード
が完成しました。重要文化財や大型作品
も天候に左右されることなく、安全に搬
出入することができ、さらなる展覧会の充
実に。大規模な工事は、美術館を支援す
る公益財団法人石橋財団による寄付事業
として施工されました。文化センター庭
園内のライトアップ設備も充実します。

ち
―
坂
本
繁
二
郎
」、「
交
差
す
る
旅
」

の
４
章
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。
二
人

が
、
唯
一
同
じ
題
材
「
能
面
」
を
描
い

た
作
品
の
同
時
展
示
も
実
現
。
日
本
の

洋
画
が
成
熟
へ
と
向
か
う
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
独
自
の
作
風
を
探
求
し
た
青

木
と
坂
本
。
二
人
の
生
涯
を
交
差
さ
せ

な
が
ら
「
ふ
た
つ
の
旅
」
を
ひ
も
と
い

て
い
き
ま
す
。

　10月29日㈯から久留米市美術館で「生誕140年 ふたつ
の旅 青木繁×坂本繁二郎」が開催されます。日本の近代
洋画界に大きな足跡を残した 2人の作品約 250点を展
示。美術館のリオープンを飾るにふさわしい展覧会です。

青木と坂本の名画が里帰り
生誕140年 ふたつの旅 青木繁×坂本繁二郎

休
館
し
て
い
ま
し
た
。
10
月
29
日
㈯
に

リ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
第
１
弾
は
、
青

木
繁
と
坂
本
繁
二
郎
の
生
誕
１
４
０
年

を
記
念
し
た
展
覧
会
で
す
。
幼
少
期

か
ら
お
互
い
を
意
識
し
、
切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し

な
が
ら
も
、
作
風
も
性
格
も
全
く
異
な

る
二
人
の
代
表
作
を
含
む
約
２
５
０
点

を
展
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
回
顧
展

は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
開
催
す
る
二
人
展
は
、

昭
和
31
年
に
石
橋
美
術
館
で
開
か
れ
た

「
青
木
繁
・
坂
本
繁
二
郎
作
品
展
覧
会
」

以
来
、
66
年
ぶ
り
。

  

そ
れ
ぞ
れ
の
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の

画
業
を
「
出
会
い
」、「
別
れ
」、「
旅
立

石
橋
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
訪
れ
る
人
で

に
ぎ
わ
う
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
ー
美
術
館

◆
会
期 
10
月
29
日
㈯
か
ら
来
年
１
月

22
日
㈰
ま
で
の
10
時
か
ら
17
時
。
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
。
12
月
13
日
㈫
か
ら

紙
作
品
を
中
心
に
展
示
の
一
部
を
入
れ

替
え
ま
す
。
月
曜
日
、
年
末
年
始
（
12

月
29
日
㈭
か
ら
１
月
１
日
㈷
）
は
休

館
。
１
月
２
日
㉁
、
９
日
㈷
は
開
館
し

ま
す　

◆
入
館
料
一
般
１
０
０
０
円
、

65
歳
以
上
７
０
０
円
、
大
学
生
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
。
前
売
り
券

６
０
０
円
。
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ

ン
な
ど
で
販
売
。
11
月
３
日
㈷
、
19
日

㈯
は
無
料
入
館
日

問
久
留
米
市
美
術
館
（
☎
０
９
４
２
・

３
９・１
１
３
１
、
℻
０
９
４
２・３
９・

３
１
３
４
）
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